
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
施
設
は
充
実
し
た
が
、

た
。
施
設
は
充
実
し
た
が
、

睡
蓮
の
池
が
ひ
と
つ
な
く
な

睡
蓮
の
池
が
ひ
と
つ
な
く
な

っ
て
い
た
。
再
開
か
ら
ひ
と

っ
て
い
た
。
再
開
か
ら
ひ
と

月
後
の
５
月
に
は
バ
ラ
が
咲

月
後
の
５
月
に
は
バ
ラ
が
咲

い
て
い
た
。
沢
山
の
バ
ラ
が

い
て
い
た
。
沢
山
の
バ
ラ
が

競
い
合
う
よ
う
に
、
見
事
に

競
い
合
う
よ
う
に
、
見
事
に

咲
き
乱
れ
て
い
た
。

咲
き
乱
れ
て
い
た
。

　

そ
の
中
で
、
ピ
エ
ー
ル
・

　

そ
の
中
で
、
ピ
エ
ー
ル
・

ド
・
ロ
ン
サ
ー
ル
は
可
愛
い

ド
・
ロ
ン
サ
ー
ル
は
可
愛
い

花
を
無
数
、
と
言
い
た
く
な

花
を
無
数
、
と
言
い
た
く
な

る
ほ
ど
咲
か
せ
て
い
た
。

る
ほ
ど
咲
か
せ
て
い
た
。

　

「
お
寝
坊
さ
ん　

さ
あ
起

　

「
お
寝
坊
さ
ん　

さ
あ
起

き
て　

ば
ら
の
木
が
蕾
の
冠

き
て　

ば
ら
の
木
が
蕾
の
冠

を
つ
け
て
ま
す
よ
」と
、詩
人

を
つ
け
て
ま
す
よ
」と
、詩
人

ロ
ン
サ
ー
ル
も
詩
っ
て
い
る

ロ
ン
サ
ー
ル
も
詩
っ
て
い
る

の
で
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
。

の
で
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131
×
4141
㎝

　

昨
年
、
こ
こ
は
日
比
谷
花

　

昨
年
、
こ
こ
は
日
比
谷
花

壇
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

壇
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　

太
平
洋
戦
争
終
結
翌
年
の

　

太
平
洋
戦
争
終
結
翌
年
の

１
９
４
６
年
５
月
、
新
し
い

１
９
４
６
年
５
月
、
新
し
い

日
本
の
担
い
手
を
育
成
し
よ

日
本
の
担
い
手
を
育
成
し
よ

う
と
、
鎌
倉
で
い
ち
早
く
創

う
と
、
鎌
倉
で
い
ち
早
く
創

立
し
た「
自
由
大
学
」だ
っ
た

立
し
た「
自
由
大
学
」だ
っ
た

が
、
時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ

が
、
時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ

れ
、
わ
ず
か
４
年
半
で
閉
校

れ
、
わ
ず
か
４
年
半
で
閉
校

し
た「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」
。

し
た「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」
。

　

そ
の
精
神
を
引
き
継
ぐ

　

そ
の
精
神
を
引
き
継
ぐ

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え

る
会
」
主
催
の
映
画
会
が
、

る
会
」
主
催
の
映
画
会
が
、

６
月
１
日
午
後
１
時
か
ら
鎌

６
月
１
日
午
後
１
時
か
ら
鎌

倉
市
材
木
座
の
光
明
寺
開
山

倉
市
材
木
座
の
光
明
寺
開
山

堂
で
開
か
れ
る
。

堂
で
開
か
れ
る
。

　

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
演
劇
科

　

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
演
劇
科

第
１
期
生
で
鎌
倉
在
住
、

第
１
期
生
で
鎌
倉
在
住
、

〝
茂
さ
ん
〞
の
愛
称
で
親
し

〝
茂
さ
ん
〞
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
加
藤
茂
雄
さ
ん

ま
れ
て
い
る
加
藤
茂
雄
さ
ん

（
俳
優
・
漁
師
）
が
、

（
俳
優
・
漁
師
）
が
、
9393
歳

に
し
て
初
主
演
の
『
浜
の
記

に
し
て
初
主
演
の
『
浜
の
記

憶
』
と
、
一
昨
年
公
開
さ

憶
』
と
、
一
昨
年
公
開
さ

れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア 

青
の
青
の

時
代
』
を
上
映
し
、
卒
業
生

時
代
』
を
上
映
し
、
卒
業
生

た
ち
の
生
き
方
か
ら
、
鎌
倉

た
ち
の
生
き
方
か
ら
、
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
の
「
自
由
」
と

ア
カ
デ
ミ
ア
の
「
自
由
」
と

「
新
生
」
の
精
神
を
再
考
す

「
新
生
」
の
精
神
を
再
考
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
道
」
が
運
営
す

「
道
」
が
運
営
す

る
障
害
福
祉
サ
ー

る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
「
道

ビ
ス
事
業
所
「
道

工
房
」（
鎌
倉
市

工
房
」（
鎌
倉
市

小
町
）
で
絵
画
を

小
町
）
で
絵
画
を

描
い
て
い
る
鎌
倉

描
い
て
い
る
鎌
倉

市
扇
ガ
谷
在
住
の

市
扇
ガ
谷
在
住
の

増
澤
華
子
さ
ん

増
澤
華
子
さ
ん

（
9797
）
と
、
逗
子

）
と
、
逗
子

市
在
住
の
遠
藤

市
在
住
の
遠
藤
秀ま

さ
る

ま
さ
る（
5959
）
さ
）
さ

ん
の
パ
ス
テ
ル
画
展
「
道
工

ん
の
パ
ス
テ
ル
画
展
「
道
工

寄
り
２
、
３
人
で
通
っ
て
い

寄
り
２
、
３
人
で
通
っ
て
い

た
が
、

た
が
、
1717
年
の
年
を
経
て
当

年
の
年
を
経
て
当

時
の
仲
間
た
ち
は
鬼
籍
に
入

時
の
仲
間
た
ち
は
鬼
籍
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
。
華
子
さ
ん

っ
て
し
ま
っ
た
。
華
子
さ
ん

自
身
も
２
年
前
に
大
腿
骨
骨

自
身
も
２
年
前
に
大
腿
骨
骨

折
で
医
者
か
ら
寝
た
き
り
の

折
で
医
者
か
ら
寝
た
き
り
の

生
活
を
言
い
渡
さ
れ
た
が
、

生
活
を
言
い
渡
さ
れ
た
が
、

持
ち
前
の
気
力
で
家
の
中
で

持
ち
前
の
気
力
で
家
の
中
で

歩
行
を
始
め
、
今
で
は
少
し

歩
行
を
始
め
、
今
で
は
少
し

ず
つ
だ
が
外
出
で
き
る
よ
う

ず
つ
だ
が
外
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

に
な
っ
た
。

　

華
子
さ
ん
の
工
房
通
い
の

　

華
子
さ
ん
の
工
房
通
い
の

送
り
迎
え
を
し
て
い
る
の
が

送
り
迎
え
を
し
て
い
る
の
が

秀
さ
ん
。
秀
さ
ん
は
精
神
的

秀
さ
ん
。
秀
さ
ん
は
精
神
的

な
病
で

な
病
で
2525
年
間
引
き
こ
も
り

年
間
引
き
こ
も
り

の
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、

の
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、

「
道
」
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

「
道
」
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
に
来
た
こ
と
を
き
っ

を
受
け
に
来
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
工
房
に
週
３
、
４

か
け
に
、
工
房
に
週
３
、
４

回
通
う
よ
う
に
な
り
、
今
で

回
通
う
よ
う
に
な
り
、
今
で

は
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
。

は
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
。

　
「
絵
は
楽
し
い
落
書
き
」と

　
「
絵
は
楽
し
い
落
書
き
」と

華
子
さ
ん
が
話
す
と
、
秀
さ

華
子
さ
ん
が
話
す
と
、
秀
さ

ん
は
「
絵
を
描
い
て
い
る
と

ん
は
「
絵
を
描
い
て
い
る
と

時
間
を
忘
れ
る
。
目
標
は
増

時
間
を
忘
れ
る
。
目
標
は
増

澤
さ
ん
」と
眼
を
輝
か
せ
る
。

澤
さ
ん
」と
眼
を
輝
か
せ
る
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
〜
午
後
５
時
。

時
〜
午
後
５
時
。

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
道

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
道

工
房
☎
０
４
６
７
・

工
房
☎
０
４
６
７
・
5353
・
９
・
９

２
０
１

２
０
１

小
説『
天
皇
の
世
紀
』の
挿
絵

小
説『
天
皇
の
世
紀
』の
挿
絵

原
画
原
画
2424
点
が
初
公
開
さ
れ
る

点
が
初
公
開
さ
れ
る

な
ど
、蓬
春
独
自
の
清
澄
な

な
ど
、蓬
春
独
自
の
清
澄
な

色
彩
と
緻
密
な
筆
致
が
光
る

色
彩
と
緻
密
な
筆
致
が
光
る

歴
史
画
制
作
者
と
し
て
の
一

歴
史
画
制
作
者
と
し
て
の
一

面
も
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。

面
も
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

山
種
美
術
館
の
依
頼
で
杉

　

山
種
美
術
館
の
依
頼
で
杉

戸
絵
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た

戸
絵
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た

新
た
な
楓
図
の
制
作
途
中
、

新
た
な
楓
図
の
制
作
途
中
、

7777
歳
で
力
尽
き
た
蓬
春
。
同

歳
で
力
尽
き
た
蓬
春
。
同

館
学
芸
員
は
「
令
和
の
即
位

館
学
芸
員
は
「
令
和
の
即
位

礼
の
際
に
も
陛
下
の
後
ろ
に

礼
の
際
に
も
陛
下
の
後
ろ
に

蓬
春
の
楓
図
が
見
え
る
の
で

蓬
春
の
楓
図
が
見
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
機

は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
機

会
に
当
館
の
下
絵
も
ご
覧
い

会
に
当
館
の
下
絵
も
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
話
す
。

た
だ
け
れ
ば
」
と
話
す
。

　

新
し
い
日
本
画
の
可
能
性

　

新
し
い
日
本
画
の
可
能
性

を
最
後
ま
で
追
い
求
め
た
画

を
最
後
ま
で
追
い
求
め
た
画

家
の
息
遣
い
が
残
る
画
室
に

家
の
息
遣
い
が
残
る
画
室
に

は
、
大
き
な
窓
を
額
縁
と
し

は
、
大
き
な
窓
を
額
縁
と
し

て
庭
の
楓
も
美
し
く
揺
れ
て

て
庭
の
楓
も
美
し
く
揺
れ
て

い
る
。
同
記
念
館
☎
０
４
６

い
る
。
同
記
念
館
☎
０
４
６

・
８
７
５
・
６
０
９
４（
Ｋ
）

・
８
７
５
・
６
０
９
４（
Ｋ
）

房　

華
子
と
秀
展
」
が
５
月

房　

華
子
と
秀
展
」
が
５
月

2121
日
か
ら

日
か
ら
2626
日
ま
で
鎌
倉
駅

日
ま
で
鎌
倉
駅

東
口
の
カ
ト
レ
ヤ
ギ
ャ
ラ
リ

東
口
の
カ
ト
レ
ヤ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
開
か
れ
る

ー
で
開
か
れ
る
＝
写
真

＝
写
真
。
花
。
花

や
江
ノ
電
、
時
計
塔
な
ど
の

や
江
ノ
電
、
時
計
塔
な
ど
の

風
景
画
約

風
景
画
約
2020
点
を
紹
介
す

点
を
紹
介
す

る
。
る
。

　

道
工
房
は
２
０
１
２
年

　

道
工
房
は
２
０
１
２
年

（
平
成

（
平
成
2424
）に
開
設
さ
れ
、
障

）に
開
設
さ
れ
、
障

害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ア
ー

害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ア
ー

ト
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ト
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
ツ
ー
ル
と
し
た
社
会
参
加

・
ツ
ー
ル
と
し
た
社
会
参
加

を
主
眼
に
活
動
し
て
い
る
。

を
主
眼
に
活
動
し
て
い
る
。

　

現
在
約

　

現
在
約
3030
人
が
参
加
し
、

人
が
参
加
し
、

「
明
る
く
・
楽
し
く
・
美
し

「
明
る
く
・
楽
し
く
・
美
し

く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
鎌
倉

く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
鎌
倉

市
在
住
の
洋
画
家
・
大
野
健

市
在
住
の
洋
画
家
・
大
野
健

一
さ
ん
ほ
か
美
大
出
身
の
講

一
さ
ん
ほ
か
美
大
出
身
の
講

師
４
人
の
指
導
で
、
個
性
あ

師
４
人
の
指
導
で
、
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
を
制
作
し
て
い

ふ
れ
る
作
品
を
制
作
し
て
い

る
。
る
。

　

華
子
さ
ん
は
こ
の
工
房
の

　

華
子
さ
ん
は
こ
の
工
房
の

開
設
当
初
か
ら
地
域
の
お
年

開
設
当
初
か
ら
地
域
の
お
年

る
。
終
了
後
、
加
藤
茂
雄
さ

る
。
終
了
後
、
加
藤
茂
雄
さ

ん
ら
関
係
者
の
ト
ー
ク
も
。

ん
ら
関
係
者
の
ト
ー
ク
も
。

　

映
画
の
監
督
は
２
本
と

　

映
画
の
監
督
は
２
本
と

も
大
嶋
拓
さ
ん
。『
浜
の
記

も
大
嶋
拓
さ
ん
。『
浜
の
記

録
』
は
今
夏
、
新
宿

録
』
は
今
夏
、
新
宿K

's 
K
's 

cinem
a

cinem
a

の
公
開
に
先
駆
け

の
公
開
に
先
駆
け

て
の
上
映
。

て
の
上
映
。

　

千
円
。
問
い
合
わ
せ
同
会

　

千
円
。
問
い
合
わ
せ
同
会

･
小
泉
さ
ん
☎
０
９
０
・
３

小
泉
さ
ん
☎
０
９
０
・
３

０
０
７
・
９
０
２
５

０
０
７
・
９
０
２
５

　

葉
山
町
一
色
の
山
口
蓬
春

　

葉
山
町
一
色
の
山
口
蓬
春

記
念
館
で
令
和
へ
の
改
元
を

記
念
館
で
令
和
へ
の
改
元
を

祝
し
た
展
覧
会
「
時
代
の
証

祝
し
た
展
覧
会
「
時
代
の
証

人 

山
口
蓬
春
が
描
い
た
明

山
口
蓬
春
が
描
い
た
明

治
・
大
正
・
昭
和
」
が
開
か

治
・
大
正
・
昭
和
」
が
開
か

れ
て
い
る

れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。
皇
室
ゆ

。
皇
室
ゆ

か
り
の
作
品
を
中
心
と
し
た

か
り
の
作
品
を
中
心
と
し
た

約
7070
点
が
紹
介
さ
れ
る
。

点
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

長
く
皇
室
と
の
関
わ
り
を

　

長
く
皇
室
と
の
関
わ
り
を

も
つ
山
口
蓬
春
（
１
８
９
３

も
つ
山
口
蓬
春
（
１
８
９
３

〜
１
９
７
１
）
が
宮
内
庁
か

〜
１
９
７
１
）
が
宮
内
庁
か

ら
の
依
頼
を
受
け
制
作
し
た

ら
の
依
頼
を
受
け
制
作
し
た

『
杉
戸
《
楓
》』
は
、
１
９

『
杉
戸
《
楓
》』
は
、
１
９

６
８
年
に
完
成
し
た
新
宮
殿

６
８
年
に
完
成
し
た
新
宮
殿

の
正
殿
松
の
間
外
廊
に
日
本

の
正
殿
松
の
間
外
廊
に
日
本

の
自
然
美
を
象
徴
す
る
秋
の

の
自
然
美
を
象
徴
す
る
秋
の

風
景
と
し
て
描
か
れ
た
晩
年

風
景
と
し
て
描
か
れ
た
晩
年

の
代
表
作
。

の
代
表
作
。

　

今
回
展
示
の
下
図
や
素
描

　

今
回
展
示
の
下
図
や
素
描

か
ら
は
、
同
館
の
展
示
な
ら

か
ら
は
、
同
館
の
展
示
な
ら

で
は
の
蓬
春
の
真
摯
な
研
究

で
は
の
蓬
春
の
真
摯
な
研
究

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
昭

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
昭

和
大
典
の
皇
室
儀
礼
を
描
い

和
大
典
の
皇
室
儀
礼
を
描
い

た
下
図（
未
発
表
）や
、
１
９

た
下
図（
未
発
表
）や
、
１
９

６
７
年
か
ら
朝
日
新
聞
に
連

６
７
年
か
ら
朝
日
新
聞
に
連

載
さ
れ
た
大
佛
次
郎
の
歴
史

載
さ
れ
た
大
佛
次
郎
の
歴
史

　

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表

　

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表

で
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
・
ヤ
マ

で
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
・
ヤ
マ

ハ
発
動
機
の
五
郎
丸
歩
さ

ハ
発
動
機
の
五
郎
丸
歩
さ

ん（ん（
3333
）が
４
月
５
日
、
逗

）が
４
月
５
日
、
逗

子
・
葉
山
合
同
の
新
入
学

子
・
葉
山
合
同
の
新
入
学

児
童
・
園
児
を
交
通
事
故

児
童
・
園
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
運
動
の
出
発
式

か
ら
守
る
運
動
の
出
発
式

に
参
加
し
、
一
日
警
察
署

に
参
加
し
、
一
日
警
察
署

長
に
就
任
し
た

長
に
就
任
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

出
発
式
は
京
急
新
逗
子

　

出
発
式
は
京
急
新
逗
子

駅
近
く
の
京
急
バ
ス
第
２

駅
近
く
の
京
急
バ
ス
第
２

車
庫
で
行
わ
れ
、
桐
ケ
谷
覚

車
庫
で
行
わ
れ
、
桐
ケ
谷
覚

逗
子
市
長
、
山
梨
崇
仁
葉
山

逗
子
市
長
、
山
梨
崇
仁
葉
山

町
長
の
挨
拶
、
県
警
音
楽
隊

町
長
の
挨
拶
、
県
警
音
楽
隊

に
よ
る
「
と
な
り
の
ト
ト

に
よ
る
「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
」
な
ど
の
演
奏
、
カ
ラ
ー

ロ
」
な
ど
の
演
奏
、
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
の
旗
を
使
っ
て
の
演

ガ
ー
ド
の
旗
を
使
っ
て
の
演

ー
で
培
っ
た
強
靭
な
肉
体
と

ー
で
培
っ
た
強
靭
な
肉
体
と

精
神
を
活
か
し
て
ラ
グ
ビ
ー

精
神
を
活
か
し
て
ラ
グ
ビ
ー

を
や
め
て
警
察
に
な
り
ま

を
や
め
て
警
察
に
な
り
ま

す
」
と
冗
談
を
交
え
て
挨
拶

す
」
と
冗
談
を
交
え
て
挨
拶

す
る
と
会
場
に
つ
め
か
け
た

す
る
と
会
場
に
つ
め
か
け
た

園
児
や
観
衆
か
ら
笑
い
と
拍

園
児
や
観
衆
か
ら
笑
い
と
拍

手
が
。

手
が
。

　

五
郎
丸
署
長
と
園
児
が
手

　

五
郎
丸
署
長
と
園
児
が
手

を
つ
な
い
で
横
断
歩
道
を
渡

を
つ
な
い
で
横
断
歩
道
を
渡

る
交
通
安
全
指
導
、
白
バ
イ

る
交
通
安
全
指
導
、
白
バ
イ

の
テ
ク
ニ
カ
ル
走
行
な
ど
の

の
テ
ク
ニ
カ
ル
走
行
な
ど
の

披
露
も
あ
っ
た
。

披
露
も
あ
っ
た
。

　

観
覧
席
で
見
て
い
た
桜
山

　

観
覧
席
で
見
て
い
た
桜
山

保
育
園
の
園
児
た
ち
は
「
五

保
育
園
の
園
児
た
ち
は
「
五

郎
丸
さ
ー
ん
」
と
呼
び
か
け

郎
丸
さ
ー
ん
」
と
呼
び
か
け

た
り
、
音
楽
隊
の
演
奏
に
合

た
り
、
音
楽
隊
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
白
バ
イ

わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
白
バ
イ

や
パ
ト
カ
ー
を
間
近
か
に
見

や
パ
ト
カ
ー
を
間
近
か
に
見

た
り
し
て
「
す
ご
ー
く
か
っ

た
り
し
て
「
す
ご
ー
く
か
っ

こ
よ
か
っ
た
」
と
大
喜
び
だ

こ
よ
か
っ
た
」
と
大
喜
び
だ

っ
た
。

っ
た
。

技
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
五
郎

技
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
五
郎

丸
さ
ん
に
久
篠
知
二
逗
子
署

丸
さ
ん
に
久
篠
知
二
逗
子
署

長
か
ら
委
嘱
状
、
鈴
木
達
也

長
か
ら
委
嘱
状
、
鈴
木
達
也

葉
山
署
長
か
ら
タ
ス
キ
が
渡

葉
山
署
長
か
ら
タ
ス
キ
が
渡

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

五
郎
丸
さ
ん
が
「
ラ
グ
ビ

　

五
郎
丸
さ
ん
が
「
ラ
グ
ビ

『浜の記憶』『浜の記憶』（20182018年大嶋拓監督作品）年大嶋拓監督作品）

2121
「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
」

黒
川　

明

〝
茂
さ
ん
〞主
演
の
新
作
映
画『
浜
の
記
憶
』と

〝
茂
さ
ん
〞主
演
の
新
作
映
画『
浜
の
記
憶
』と

『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア 

青
の
時
代
』の
上
映
会

青
の
時
代
』の
上
映
会

温
か
み
溢
れ
る
パ
ス
テ
ル
画

温
か
み
溢
れ
る
パ
ス
テ
ル
画

道
工
房　

華
子
と
秀
展

道
工
房　

華
子
と
秀
展

皇
室
ゆ
か
り
の
作
品
展
で
奉
祝

皇
室
ゆ
か
り
の
作
品
展
で
奉
祝

山
口
蓬
春
記
念
館　

葉
山

山
口
蓬
春
記
念
館　

葉
山

五
郎
丸
さ
ん
一
日
警
察
署
長

五
郎
丸
さ
ん
一
日
警
察
署
長

新
入
学
児
の
交
通
安
全
運
動

新
入
学
児
の
交
通
安
全
運
動

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１９年（令和元年）５月１日 第482号 1部　108円 （８）


